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Ｂ
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１
．

下
田
文
具
店
・
外
観
（
昼
）

築
数
十
年
の
古
び
た
文
具
店
。
少
し
汚
れ
た
看
板
に
は
「
下

田
文
具
店
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

入
口
に
は
、
「
シ
ー
ル
入
荷
」
と
書
か
れ
た
ポ
ッ
プ
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
古
い
外
観
か
ら
は
浮
い
て
い
る
。

２
．

下
田
文
具
店
・
室
内
（
昼
）

商
品
は
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
ま
で

揃
っ
て
い
る
が
、
少
し
古
び
て
い
る
。

下
田
裕
子
（
５
２
）
、
入
荷
し
た
ボ
ン
ボ
ン
ド
ロ
ッ
プ
シ
ー

ル
を
並
べ
る
。

「
一
人
一
点
」
と
簡
素
に
書
か
れ
た
メ
モ
を
確
認
。

裕
子
、
レ
ジ
横
の
引
き
出
し
か
ら
、
古
い
シ
ー
ル
帳
を
取
り

出
す
。
可
愛
い
シ
ー
ル
が
沢
山
貼
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
か
ら
一
枚
選
び
、
シ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
の
メ
モ
に
貼
る
。

レ
ジ
に
戻
り
、
お
客
を
待
つ
。

暇
そ
う
に
、
ス
マ
ホ
で
「
下
田
文
具
店
」
を
検
索
。

星
は
３
。
口
コ
ミ
の
内
容
に
は
「
品
揃
え
は
良
い
。
で
も
、

入
り
に
く
い
」
「
店
員
の
女
の
人
が
ち
ょ
っ
と
怖
い
。
店
内

の
匂
い
も
気
に
な
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

裕
子
、
匂
い
を
嗅
ぐ
仕
草
。
そ
の
ま
ま
入
口
へ
。

入
口
の
自
動
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
に
す
る
。

シ
ー
ル
入
荷
の
ポ
ッ
プ
が
見
え
に
く
く
な
る
。

裕
子
、
大
き
く
溜
息
。

そ
こ
へ
ア
カ
ネ
（
９
）
と
サ
ナ
（
９
）
が
近
付
く
。

ア
カ
ネ

「
あ
の
…
…
シ
ー
ル
っ
て
」

と
、
貼
ら
れ
た
ポ
ッ
プ
に
視
線
を
向
け
る
。

裕
子

「
え
っ
。
あ
っ
。
は
い
。
入
っ
て
ま
す
よ
」

小
学
生
２
人
、
こ
そ
こ
そ
と
話
す
。

ア
カ
ネ

「
そ
れ
っ
て
、
ぷ
く
ぷ
く
し
て
る
や
つ
で
す
か
？
」

裕
子

「
ボ
ン
ボ
ン
ド
ロ
ッ
プ
シ
ー
ル
ね
」

サ
ナ

「
ま
じ
？

や
ば
」

と
、
小
学
生
２
人
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

裕
子
、
２
人
を
シ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
へ
案
内
す
る
。
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裕
子

「
は
い
、
こ
こ
ね
」

２
人
、
興
奮
し
た
様
子
で
、

ア
カ
ネ

「
ね
え
、
こ
れ
見
た
こ
と
な
い
」

サ
ナ

「
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
見
て
。
こ
れ
も
可
愛
い
」

裕
子

「
ゆ
っ
く
り
選
ん
で
い
い
か
ら
ね
」

２
人
、
シ
ー
ル
に
夢
中
で
聞
こ
え
て
い
な
い
。

裕
子
、
嬉
し
そ
う
に
レ
ジ
の
方
へ
戻
る
。

×

×

×

ア
カ
ネ
と
サ
ナ
が
レ
ジ
の
方
へ
来
る
。

ア
カ
ネ

「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
一
人
一
点
し
か
ダ
メ
で
す
か
？
」

手
に
は
数
枚
の
シ
ー
ル
。

裕
子

「
…
…
種
類
は
全
部
違
う
の
か
な
？
」

サ
ナ

「
は
い
」

サ
ナ
が
シ
ー
ル
を
見
せ
る
。

裕
子
、
２
人
の
期
待
す
る
よ
う
な
顔
を
見
て
、

裕
子

「
そ
れ
な
ら
…
…
特
別
ね
」

サ
ナ

「
や
っ
た
」

ア
カ
ネ

「
ほ
ら
ね
、
聞
い
て
良
か
っ
た
じ
ゃ
ん
」

サ
ナ
、
頷
く
。

裕
子
、
会
計
を
す
る
。

裕
子

「
ま
た
来
て
ね
」

サ
ナ

「
新
し
い
の
で
ま
す
か
？
」

裕
子

「
水
曜
日
に
ま
た
入
荷
す
る
よ
」

サ
ナ
、
興
奮
し
た
様
子
で
、

サ
ナ

「
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
！
」

ア
カ
ネ

「
ね
え
、
み
ん
な
に
は
秘
密
に
し
よ
」

サ
ナ
、
笑
顔
で
頷
く
。

２
人
、
店
を
出
て
い
く
。

３
．

下
田
文
具
店
・
室
内
（
昼
）

Ｔ
「
水
曜
日
」

ア
カ
ネ
、
サ
ナ
を
含
め
た
数
人
の
小
学
生
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
ま
ま
入
っ
て
く
る
。

裕
子

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
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裕
子
も
シ
ー
ル
棚
の
方
を
見
に
行
く
。

ア
カ
ネ
、
得
意
げ
に
、

ア
カ
ネ

「
ほ
ら
、
あ
る
で
し
ょ
？
」

小
学
生
Ａ
「
わ
っ
。
こ
れ
、
知
ら
な
い
」

小
学
生
Ｂ
「
レ
ア
じ
ゃ
な
い
？
」

と
、
シ
ー
ル
を
触
ろ
う
と
す
る
。

ア
カ
ネ

「
ち
ょ
っ
と
！
」

サ
ナ

「
順
番
だ
よ
」

小
学
生
が
棚
の
前
に
並
ぶ
。

ア
カ
ネ

「
か
え
で
は
最
後
に
並
ん
で
」

か
え
で
（
９
）
が
言
わ
れ
た
ま
ま
、
最
後
尾
に
並
ぶ
。

裕
子
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。

ア
カ
ネ
が
一
番
初
め
に
シ
ー
ル
を
選
び
、
レ
ジ
に
向
か
う
。

続
く
よ
う
に
サ
ナ
が
選
ぶ
。

か
え
で
、
そ
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
。

裕
子
、
慌
て
て
レ
ジ
に
戻
る
。

裕
子

「
こ
ん
に
ち
は
」

ア
カ
ネ

「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
も
、
い
い
で
す
よ
ね
？
」

数
種
類
の
シ
ー
ル
を
差
し
出
す
。

裕
子
、
会
計
を
し
な
が
ら
、

裕
子

「
特
別
ね
」

ア
カ
ネ

「
今
日
来
た
子
、
み
ん
な
特
別
で
い
い
で
す
か
？
」

裕
子

「
種
類
が
違
え
ば
ね
。
交
換
と
か
し
て
る
の
？
」

サ
ナ
が
後
ろ
か
ら
、

サ
ナ

「
シ
ー
ル
帳
三
冊
目
！
」

と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
取
り
出
そ
う
と
す
る
。

ア
カ
ネ

「
や
め
な
っ
て
」

サ
ナ
、
動
作
を
止
め
、
ア
カ
ネ
の
表
情
を
伺
う
よ
う
に
見
る
。

ア
カ
ネ
、
サ
ナ
を
睨
む
よ
う
に
見
て
か
ら
、

ア
カ
ネ

「
次
は
い
つ
入
り
ま
す
か
？
」

裕
子

「
多
分
、
金
曜
日
か
な
…
…
入
荷
が
遅
れ
る
み
た
い
で
」

ア
カ
ネ

「
金
曜
日
行
け
る
？
」

サ
ナ
、
頷
く
。

ア
カ
ネ

「
じ
ゃ
あ
決
ま
り
」
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裕
子

「
あ
り
が
と
ね
」

ア
カ
ネ
、
サ
ナ
出
口
へ
。

小
学
生
た
ち
も
会
計
を
済
ま
せ
そ
れ
に
続
く
。

ア
カ
ネ
、
シ
ー
ル
棚
の
方
に
声
を
か
け
る
。

ア
カ
ネ

「
か
え
で
、
ま
だ
選
ん
で
ん
の
？

先
行
く
か
ら
ね
」

か
え
で

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

と
、
急
い
で
一
枚
だ
け
取
り
、
ア
カ
ネ
達
の
方
を
見
る
。

ア
カ
ネ
達
、
無
視
し
て
出
て
い
く
。

か
え
で
、
そ
れ
を
見
て
、
ゆ
っ
く
り
と
シ
ー
ル
を
戻
す
。

裕
子
、
か
え
で
に
声
を
か
け
る
。

裕
子

「
悩
ん
じ
ゃ
う
よ
ね
」

か
え
で
、
急
に
声
を
か
け
ら
れ
驚
く
。

裕
子

「
あ
っ
、
ご
め
ん
ね
」

か
え
で
、
ゆ
っ
く
り
と
頷
く
。

裕
子

「
シ
ー
ル
好
き
？
」

か
え
で

「
み
ん
な
持
っ
て
る
か
ら
。
私
は
全
然
だ
け
ど
」

裕
子

「
流
行
っ
て
る
よ
ね
」

か
え
で

「
あ
の
…
…
」

と
、
言
い
に
く
そ
う
に
す
る
。

裕
子

「
ど
う
し
た
の
？
」

か
え
で

「
今
日
は
、
買
わ
な
く
て
も
い
い
で
す
か
？
」

裕
子

「
全
然
大
丈
夫
だ
け
ど
。
い
い
の
？
」

か
え
で

「
み
ん
な
買
っ
て
た
か
ら
。
交
換
し
て
も
ら
え
な
い
」

裕
子

「
…
…
み
ん
な
が
持
っ
て
る
の
は
ダ
メ
っ
て
こ
と
？
」

か
え
で

「
す
み
ま
せ
ん
」

と
、
お
辞
儀
し
て
、
店
を
出
て
行
こ
う
と
す
る
。

裕
子

「
私
で
良
け
れ
ば
、
交
換
す
る
？

古
い
シ
ー
ル
だ
け
ど
」

か
え
で
、
立
ち
止
ま
り
、
裕
子
の
方
を
見
る
。

裕
子
、
急
い
で
レ
ジ
裏
か
ら
シ
ー
ル
帳
を
持
っ
て
く
る
。

裕
子

「
こ
れ
」

か
え
で

「
か
わ
い
い
」

裕
子

「
い
い
よ
、
好
き
に
見
て
」

か
え
で
、
嬉
し
そ
う
に
見
て
い
く
。

裕
子

「
交
換
し
た
い
の
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
」
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か
え
で

「
…
…
こ
れ
で
も
大
丈
夫
で
す
か
？
」

か
え
で
、
急
い
で
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
シ
ー
ル
帳
を
取
り
出
す
。

流
行
り
で
な
い
シ
ー
ル
が
並
ん
で
い
る
。

裕
子

「
ど
れ
も
可
愛
い
ね
」

か
え
で

「
本
当
に
？

こ
の
シ
ー
ル
で
い
い
？
」

裕
子

「
も
ち
ろ
ん
。
ど
れ
が
い
い
か
な
ー
」

か
え
で
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
。

裕
子
の
シ
ー
ル
帳
を
一
生
懸
命
眺
め
る
。

裕
子
、
そ
の
様
子
を
見
る
。

か
え
で

「
こ
れ
が
い
い
」

と
一
枚
の
シ
ー
ル
を
指
さ
す
。

裕
子

「
い
い
の
選
ん
だ
ね
。
私
は
…
…
こ
れ
が
い
い
な
」

か
え
で

「
じ
ゃ
あ
、
交
換
ね
」

２
人
、
シ
ー
ル
を
交
換
す
る
。

か
え
で
、
交
換
し
た
シ
ー
ル
を
眺
め
て
嬉
し
そ
う
に
す
る
。

か
え
で

「
ま
た
来
て
い
い
？
」

裕
子

「
待
っ
て
る
ね
」

か
え
で
、
店
を
出
る
。

裕
子
、
手
を
振
る
。

４
．

公
園
の
側
の
道
（
夕
）

Ｔ
「
木
曜
日
」

裕
子
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
を
持
っ
て
歩
く
。

公
園
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

裕
子
、
声
の
方
を
見
る
。

ア
カ
ネ
、
サ
ナ
、
か
え
で
を
含
む
小
学
生
が
公
園
で
集
ま
っ

て
い
る
。

裕
子
、
歩
く
速
度
を
ゆ
る
め
る
。

５
．

公
園
（
夕
）

ア
カ
ネ
を
中
心
に
輪
が
出
来
て
い
る
。

サ
ナ

「
じ
ゃ
あ
、
あ
れ
は
？
」

ア
カ
ネ

「
ど
れ
？

か
え
で
と
交
換
し
た
や
つ
？
」

サ
ナ

「
そ
う
。
あ
や
と
交
換
し
た
の
？
」
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ア
カ
ネ

「
五
百
円
で
売
っ
た
」

と
、
ｖ
サ
イ
ン
。

サ
ナ

「
え
っ
、
高
っ
」

か
え
で
、
驚
い
た
顔
。

ア
カ
ネ

「
で
し
ょ
？

か
え
で
神
」

か
え
で

「
な
ん
で
…
…
」

ア
カ
ネ

「
な
に
？
」

か
え
で

「
大
切
に
す
る
っ
て
…
…
」

ア
カ
ネ

「
私
の
も
の
な
ん
だ
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
と
勝
手
じ
ゃ
ん
」

か
え
で
、
黙
る
。

ア
カ
ネ

「
か
え
で
が
交
換
い
い
っ
て
言
っ
た
ん
だ
よ
。
ね
？
」

サ
ナ
達
が
頷
く
。

か
え
で
、
黙
っ
た
ま
ま
自
分
の
シ
ー
ル
帳
を
見
つ
め
る
。

一
枚
分
の
隙
間
が
空
い
て
い
る
。

６
．

公
園
の
側
の
道
（
夕
）

裕
子
、
ア
カ
ネ
達
の
方
を
見
て
い
た
が
、
足
早
に
立
ち
去
る
。

７
．

下
田
文
具
店
・
室
内
（
昼
）

Ｔ
「
金
曜
日
」

裕
子
、
レ
ジ
付
近
で
作
業
を
し
て
い
る
。

ア
カ
ネ
、
サ
ナ
、
か
え
で
を
含
む
数
人
の
小
学
生
が
勢
い
よ

く
入
っ
て
く
る
。
そ
の
ま
ま
シ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
へ
。

「
一
人
一
点
」
と
大
き
く
書
か
れ
た
紙
が
、
目
立
つ
位
置
に

貼
ら
れ
て
い
る
。

ア
カ
ネ
、
数
種
類
を
持
っ
て
レ
ジ
へ
。
サ
ナ
も
続
く
。

ア
カ
ネ

「
お
願
い
し
ま
す
」

裕
子

「
ご
め
ん
ね
。
一
人
一
点
ま
で
だ
か
ら
」

ア
カ
ネ

「
特
別
で
し
ょ
？
」

裕
子

「
ル
ー
ル
だ
か
ら
」

ア
カ
ネ

「
（
小
声
で
）
は
？

マ
ジ
ケ
チ
」

裕
子
、
無
表
情
で
ア
カ
ネ
を
見
る
。

ア
カ
ネ
、
後
ろ
に
い
る
サ
ナ
に
こ
そ
こ
そ
と
話
す
。

サ
ナ
、
驚
い
た
表
情
。
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ア
カ
ネ
、
強
引
に
サ
ナ
の
シ
ー
ル
を
奪
っ
て
、

ア
カ
ネ

「
や
め
ま
す
」

と
、
商
品
を
レ
ジ
台
の
上
に
置
く
。

ア
カ
ネ

「
か
え
で
、
行
く
よ
」

シ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
に
い
る
か
え
で
に
声
を
か
け
、
出
て
い
く
。

か
え
で
、
入
口
に
来
て
、
レ
ジ
に
い
る
裕
子
を
見
る
。

す
ぐ
に
ア
カ
ネ
達
の
方
へ
走
っ
て
い
く
。

裕
子
、
置
か
れ
た
シ
ー
ル
を
コ
ー
ナ
ー
へ
戻
す
。

入
口
の
「
シ
ー
ル
入
荷
」
の
ポ
ッ
プ
を
剥
が
す
。

（
お
わ
り
）


